
科目名  看護過程展開実習 
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時間数     ６０時間（１０日間） 
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事前学習内容 

実習要項に準ずる 

科目全体のねらい・授業目標 

【実習目的】 

 看護に必要な問題解決技法としての看護過程を展開できる基礎的能力が習得できる 

【実習目標】 

１．受け持ち患者を身体的・精神的・社会的・霊的側面から統合された存在として理解できる。 

２．受け持ち患者の看護問題を明らかにすることができる。 

３．受け持ち患者の健康問題解決のための看護の方法を導き出すことができる。 

４．受け持ち患者の日常生活援助を安全に実施できる。 

５．実施した看護の評価・考察ができる 

６．受け持ち患者との人間関係を構築することができる。 

７．看護実践を通して、実施した看護の意味づけができる。 

８．保健・医療チームの一員としての自覚を持ち、専門職業人として望ましい態度がとれる。 

ＤＰとの関連  

ＤＰ１．看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的・霊的に統合された生活者として理解することが 

できる。 

ＤＰ２．一人ひとりの健康状態に応じて、最善の看護を選択し、科学的根拠に基づいた看護を実践できる。 

ＤＰ３．一人ひとりの多様な価値観や人権を尊重し、倫理観に基づいて看護を実践できる。 

ＤＰ４．保健・医療・福祉システムにおける自らの役割を理解し、多様な場で生活する人々の生活の質の 

向上のために多職種と連携・協働する意義と方法を理解することができる。 

ＤＰ５．自己を理解し、他者を尊重したうえで、人間関係を構築することができる。 

DP６．専門職業人としての責任を自覚し、広い視野にたって物事を考え、自己研鑽することができる。 

授業の流れ 

本実習では、ロイ適応看護モデルを用いて問題解決過程を学習する。４つの適応様式にそった行動のデー

タの収集を行い、行動のアセスメントを行う。そして、刺激について分析・統合し、看護診断を導き出し、患者

の健康問題解決のための目標設定と具体的計画を立案していく。患者の全体像を把握した上で、発達段階

の特性を考慮した看護の必要性を判断し、原理原則に基づいた日常生活援助技術を用いて、看護実践して

いく。 

看護過程展開のプロセスを初めて体験するなかで、論理的思考過程と看護実践の統合、患者とのよりよい

人間関係の形成、専門職業人としての態度、看護実践を通して自己の看護観の育成を図る。今後の各看護

学実習の土台となる重要な実習である。 

本実習は、８日間臨地実習、２日間学内実習で学ぶ。（具体的な進度は実習要項参照） 

評価 

 ルーブリックに沿って評価する。 



 

 

使用するテキスト 

①系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ 医学書院 

②ロイ適応看護理論の理解と実践 医学書院 

③ザ・ロイ適応看護モデル 医学書院 

④看護過程に沿った対症看護，学研 

⑤看護診断ハンドブック：医学書院  

その他、系統看護学講座 専門分野Ⅱの疾患別看護 
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①看護生理学，メヂカルフレンド社 

②症状別看護ケア関連図，中央法規 

③NANDA-I-NIC-NOC の基本を理解する，医学書院 

④系統看護学講座 専門分野Ⅰ看護学概論 医学書院 


